
Form No. 3446-765 Rev A

ミミミッッッドドドマママウウウンンントトトツツツーーールルルバババーーーシシシススステテテムムム
Sand Pro®/Infield Pro® 3040 おおおよよよびびび 5040 トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト用用用
モモモデデデルルル番番番号号号 08838—シシシリリリアアアルルル番番番号号号 400000000 以以以上上上

オオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルル

重重重要要要 こここのののミミミッッッドドドマママウウウンンントトトツツツーーールルルバババーーー・・・シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付けけけるるる前前前ににに、、、こここのののシシシススステテテムムムににに使使使用用用可可可能能能なななツツツーーールルルバババーーーををを購購購入入入しししててて
いいいたたただだだくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは、、、トトトロロロ社社社ののの正正正規規規デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタにににおおおたたたずずずねねねくくくだだださささいいい。。。

組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – ツールバーを取り付ける準備を行いま
す。

ボルト5/16 x 2¼" 2
ナット5/16" 2
スカリファイヤ昇降ハンドルチューブア
センブリ

1

ボルト½ x 3¼" 2
薄いロックナット½" 2
ディテントプレート 1

2

ノブ 1

スカリファイヤ昇降ハンドルチューブアセ
ンブリを取り付けます。

ピボットチューブ 1
エクステンション・スプリング 1
スプリングロッド 1
ピボットチューブブラケット 2
ボルト⅜ x 3" 4
ロックナット⅜" 6
スプリングブラケット 1

3

ボルト⅜ x 2¾" 1

ピボットチューブとテンションスプリングを
取りつけます。

調整用ロッドチューブアセンブリ 1
ボルト½ x 1½" 14
ロックナット½" 2

調整用ロッドチューブアセンブリを取り
付けます。

スクリーンパネル 1
HWH ねじ#10 x ½" 2
右側サドルアセンブリ 1
左側サドルアセンブリ 1
ボルト5/16 x 1" 4

5
ロックナット5/16" 4

スクリーンパネルとサドルを取り付けま
す。

6 ツールバー別売品 1 ツールバーを取り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

レバーチューブアセンブリ 1
ボルト5/16 x 2" 1
ロックナット5/16" 3
ピボットタブ 1
ツールバーリンク 1
キャリッジボルト⅜ x 1¼" 1
スペーサ 1
ワッシャ1" 1
ロックナット⅜" 1
ペダルレバーチューブアセンブリ 1
リテーナリング 2
ワッシャ⅞" 1
ボルト5/16 x 1" 1

7

偏心ボルト 1

ツールバー上昇ペダルを取付けます。

8 必要なパーツはありません。 – ピボットスイングのテンションと調整用ロッ
ドチューブアセンブリを調整します。

9 必要なパーツはありません。 – 移動走行時のツールバーの高さを調整
します。

シムP/N 110-7379 1
シムP/N 110-7380 110
シムP/N 110-7381 1

ツールバーの平行調整を行います。

11 必要なパーツはありません。 – 書類を読み、保管してください。

1
取取取りりり付付付けけけののの準準準備備備

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
注注注 ツールバー 08733 または 08736 を取り付ける場合
には、本製品に付属のブラケットの代わりに、それぞ
れのツールバーに付属しているピボットチューブブラケッ
トを取り付けてください。詳細については 08733 または
08736 の取り付け要領書を参照してください。

注注注 ミッドマウントツールバー・システムと共にフロント手
動ブレードを取り付ける場合には、ミッドマウントツール
バー・システムを先に取り付けてください。

1. トラクションユニットを平らな場所に停止させて駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルスイッチを低速アイドルにセットし、ア
タッチメントを降下させ、走行がニュートラルに
なっていることを確認する。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完
全に停止し、機体が十分に冷えるのを待つ。

2
スススカカカリリリフフファァァイイイヤヤヤ昇昇昇降降降ハハハンンンドドドルルル
チチチュュューーーブブブアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト5/16 x 2¼"

2 ナット5/16"

1 スカリファイヤ昇降ハンドルチューブアセンブリ

2 ボルト½ x 3¼"

2 薄いロックナット½"

1 ディテントプレート

1 ノブ

手手手順順順
1. マシン後部をジャッキスタンドに載せ、後輪を外

すマシンのオペレーターズマニュアルを参照。
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注注注 後ホイールモータのマウントの下にジャッキス
タンドを置くマシンのオペレーターズマニュアルを
参照。

2. 右ホイール用のシュラウドをフレームに固定して
いるフランジヘッドねじ4本を外す図 1。

g003477

図図図 1

1. 右側ホイールシュラウド 4. スクリーンパネル

2. ナット2個 5. ねじ

3. ボルトとワッシャ2

3. シュラウドを外して保管する。

注注注 手動ブレードモデル 08714を取り付ける場
合には、昇降アームチューブアセンブリを取り
付ける前に、右ブレード取り付けブラケットを外
してください。

4. スクリーンパネルをフレームに固定しているねじ2
本とボルト2本、ワッシャ2枚とナット2個を外す。
ワッシャは再利用するので捨てないこと図 1。

注注注 スクリーンパネル、ボルト、ねじ、ナットは
廃棄して構いません。

5. スカリファイヤ昇降ハンドルチューブアセンブリの
取り付けブラケットを右側フットレストチューブに
取りつけるボルト½ x 3¼"2本、薄いロックナット
½"を使用し、図 2 のように取り付ける。

g025726

図図図 2

1. ボルト½ x 3¼" 4. 薄いロックナット½"
2. 取り付けブラケット 5. フットレスト・チューブ

3. スカリファイヤ昇降ハンドル
チューブアセンブリ

6. 油圧ライン

注注注 ボルトの頭が外側にくるように、また、薄い
ロックナットを使うように注意してください。

重重重要要要 付付付属属属部部部品品品にににははは、、、薄薄薄いいいロロロッッックククナナナッッットトトととと厚厚厚いいいロロロッッッ
クククナナナッッットトトががが入入入っっっててていいいままますすす。。。薄薄薄いいいほほほうううのののロロロッッックククナナナッッットトト
ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。厚厚厚いいいロロロッッックククナナナッッットトトでででははは時時時間間間ががが
経経経つつつととと外外外れれれてててしししまままいいいままますすす。。。

注注注 ハンドルチューブアセンブリは、スクリーンパ
ネルを外して出来た開口部にハンドルを通し、ト
ラクションユニットの底部を通すようにして取り
付けます。

注注注ハンドルチューブアセンブリを取り付ける際にハ
ンドルチューブアセンブリを分解しないでください。

6. スカリファイヤ昇降ハンドルチューブアセンブリに
ディテントプレートを通す。

注注注ハンドルがディテントプレートとハンドルガイドの
間を通るようになるのが正しい取り付けです図 3。
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g019398

図図図 3

1. ロックナット5/16"2 5. スカリファイヤ昇降ハンドル

2. 右後フレームチューブ 6. ノブ

3. ディテントプレート 7. ワッシャ (2枚)
4. ハンドルガイド 8. ボルト5/16 x 2¼"2

7. ディテントプレートを右後垂直フレームチューブに
取り付けるボルト5/16 x 2¼"2本と、ワッシャス
テップ4で取り外したものを再使用2枚と、ロッ
クナット5/16"2本を使う。各パーツは 図 3 のよ
うに組み付ける。

8. 昇降レバーにノブを取りつける図 3。
9. 昇降ハンドルがディテントプレートのスロット範囲

の全域にわたって動けること、また、各ディテント
位置でロックできることを確認してください。

注注注 昇降ハンドルがゆるすぎたり、きつすぎたりす
る場合には、ハンドル昇降ピボットのロックナット
をゆるめて調整してください図 4。

g003480

図図図 4

1. ハンドル昇降アセンブリの
ピボット

2. ロックナット

10. 昇降ハンドルアセンブリと油圧ラインとの間のクリ
アランスを点検する。

注注注 クリアランスは最低でも 3 mm 必要です。必
要に応じて、丁寧に油圧ラインの位置を決めてく
ださい図 2。

3
ピピピボボボッッットトトチチチュュューーーブブブとととテテテンンンシシショョョンンンススス
プププリリリンンングググををを取取取りりりつつつけけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ピボットチューブ

1 エクステンション・スプリング

1 スプリングロッド

2 ピボットチューブブラケット

4 ボルト⅜ x 3"

6 ロックナット⅜"

1 スプリングブラケット

1 ボルト⅜ x 2¾"

手手手順順順

注注注 ツールバー 08733 または 08736 を取り付ける場合
には、本製品に付属のブラケットの代わりに、それぞ
れのツールバーに付属しているピボットチューブブラケッ
トを取り付けてください。詳細については 08733 または
08736 の取り付け要領書を参照してください。

1. ピボットチューブのスプリングレバーとスプリング
ロッドに、延長スプリングを取り付ける図 5。
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g346050

図図図 5

1. ロックナット⅜" 5. エクステンション・スプリング

2. ピボットチューブブラケット 6. スプリングロッド

3. ボルト⅜ x 3" 7. 機体正面

4. ピボットチューブ

2. ピボットチューブブラケットを右側に仮止めする
図 5。

3. ピボットチューブの右側を、右側ピボットチューブ
ブラケットに入れる図 5。

4. スプリングロッドをスプリングブラケットの穴に入
れ、ロックナット⅜"で仮止めする。

注注注 スプリングロッドは図 6のように組み付ける。

g346051

図図図 6

1. エクステンション・スプリング 4. フレーム

2. スプリングロッド 5. スプリングブラケット

3. ロックナット⅜" 6. ボルト⅜ x 2¾"

5. ピボットチューブの左側をフレームまで持ち上げ
て、ピボットチューブブラケットと共に取り付け
るボルト⅜ x 3"2本とロックナット⅜"2個を使用
する図 5。

6. スプリングブラケットを前フレームチューブに取
りつけるボルト⅜ x 2¾"1本とロックナット⅜"1個
を使用する。

注注注 スプリングブラケットは図 6の位置にセットす
る。

7. 全部のボルトナット類を締め付けるが、スプリン
グロッドを固定しているボルトだけは仮止め状
態にする。

4
調調調整整整用用用ロロロッッッドドドチチチュュューーーブブブアアアセセセンンンブブブ
リリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 調整用ロッドチューブアセンブリ

1 ボルト½ x 1½"

2 ロックナット½"

手手手順順順
1. 調整用ロッドチューブアセンブリの柄の短いの

ボールジョイントを、ピボットチューブの調整ロッド
レバーの右にセットする図 7。

g003483

図図図 7

1. ピボットチューブの調整ロッ
ド用レバー

4. 柄の長いボールジョイント

2. 柄の短いボールジョイント 5. 昇降ハンドルチューブアセ
ンブリ

3. 調整用ロッド 6. 第2ディテント位置

2. 昇降ハンドルを第2ディテント位置上から2番目に
入れる。

3. 柄の長いボールジョイントを、昇降ハンドルチュー
ブアセンブリの下側にあるスタッドにはめ、ロック
ナット1/2"で仮止めする図 7。
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注注注 調整用ロッドを取り付ける時には、このピボッ
トチューブを上下に動かして取り付けに必要な隙
間をつくることができます。

4. 昇降ハンドルを一番下のディテント位置まで動
かす。

5. 調整用ロッドの柄の短いのボールジョイントを、ピ
ボットチューブの調整用ロッドレバーの周囲を回
転させるようにして、ロッドレバーの左側に持っ
てくる。

注注注 調整用ロッドを取り付ける時には、このピボッ
トチューブを上下に動かして取り付けに必要な隙
間をつくることができます。

6. 昇降ハンドルを動かしてボールジョイントの穴を
調整用ロッドレバーの右側に合わせ、ロッドをレ
バーに固定するボルト½ x 1½"とロックナット½"を
使用し、図 8 のように固定する。

g003484

図図図 8
調整用ロッドが一番下の位置にある状態

1. 一番下のディテントスロット 3. 長い方の端部がナットで固
定される

2. 短い方の端部がボルトと
ナットで左側から固定される

7. 各ボルト・ナットを本締めする。

5
スススクククリリリーーーンンンパパパネネネルルルとととサササドドドルルルををを取取取
りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スクリーンパネル

2 HWH ねじ#10 x ½"

1 右側サドルアセンブリ

1 左側サドルアセンブリ

4 ボルト5/16 x 1"

4 ロックナット5/16"

手手手順順順
注注注 手動プラウを外した場合には、この時点で取り付
けを行います。

1. 新しいスクリーンパネルを、フレームの開口部の
裏裏裏側側側ににに取り付けるHWH ねじ#10 x ½"2本を使
用する図 9。

g017979

図図図 9

1. 新しいスクリーンパネル 2. HWH ねじ#10 x ½"

2. サドルアセンブリの後部を、各昇降アームに取
り付けるボルト5/16 x 1"1本とロックナット5/16"1
個を取り付ける。

注注注 サドルのスタッドが内側を向くように取り付け
てください図 10。
注注注 サドルは 図 10 のように組み付けてください。
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g345308

図図図 10

1. ボルト5/16 x 1" 3. 昇降アーム

2. サドル 4. ロックナット5/16"

6
ツツツーーールルルバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ツールバー別売品

手手手順順順

重重重要要要 ツツツーーールルルバババーーー 08733 まままたたたははは 08736 ををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場
合合合にににははは、、、こここののの手手手順順順ををを飛飛飛ばばばしししててて、、、スススプププリリリンンングググツツツーーールルルバババーーー
ににに付付付属属属しししててていいいるるる取取取りりり付付付けけけ説説説明明明書書書ににに従従従っっっててて取取取りりり付付付けけけてててくくくだだだ
さささいいい。。。そそそしししててて取取取りりり付付付けけけががが済済済んんんだだだららら「「「ツツツーーールルルバババーーー上上上昇昇昇ペペペ
ダダダルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる」」」へへへ進進進んんんでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 ツールバーにピボットブラケットが付いていない場合
には、ブラケットを左側から4番目の歯のところに 図 11
のように取り付け、ボルト・ナットを締め付けてブラケッ
トを歯にしっかり固定してから先へ進んでください。

g004101

図図図 11

1. ツールバー 3. 4番目の歯

2. ピボットブラケット 4. 歯の取り付け金具

1. アタッチメントチューブの左右端部をサドルにセッ
トする。

注注注 タインの切り刃が前を向くようにセットしてく
ださい。

2. 昇降ハンドルを真ん中の位置に動かす。

3. 各サドルの前部を、チューブチューブアセンブリ
に固定ボルト5/16 x 1"1本とロックナット5/16"1
個を使用する図 12。

g003489

図図図 12

1. サドル 2. アタッチメントチューブ
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7
ツツツーーールルルバババーーー上上上昇昇昇ペペペダダダルルルををを取取取
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 レバーチューブアセンブリ

1 ボルト5/16 x 2"

3 ロックナット5/16"

1 ピボットタブ

1 ツールバーリンク

1 キャリッジボルト⅜ x 1¼"

1 スペーサ

1 ワッシャ1"

1 ロックナット⅜"

1 ペダルレバーチューブアセンブリ

2 リテーナリング

1 ワッシャ⅞"

1 ボルト5/16 x 1"

1 偏心ボルト

手手手順順順
1. レバーチューブアセンブリの棒をピボットチュー

ブの左端部に差し込み、ピボットチューブの外
側から固定するボルト5/16 x 2"2本とロックナッ
ト5/16"1個を使用する図 13。

注注注 ボルトをチューブとレバーチューブアセンブリに
通すときに、ねじ入れる必要があるかも知れま
せん。

g345309

図図図 13

1. レバーチューブアセンブリ 3. ボルト5/16 x 2"
2. ピボットチューブ 4. ロックナット5/16"

2. ピボットタブのセンターホールを、ピボットブラケッ
トに取り付けるボルト5/16 x 1"1本とロックナット
5/16"1個を使用する図 14。

g004103

図図図 14

1. ピボットタブ 4. ボルト5/16 x 1"
2. ピボットブラケット 5. ロックナット5/16"
3. ツールバー

3. ツールバーリンクをペダルレバーチューブアセン
ブリに通し、リテーナリングで固定する図 15。
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g345310

図図図 15

1. ツールバーリンク 4. リテーナリング

2. ペダルレバーチューブアセ
ンブリ

5. ワッシャ⅞"

3. レバーチューブアセンブリ

4. ペダルレバーチューブアセンブリのもう一方の端
部の棒部をレバーチューブアセンブリの先端部
に取り付け、ワッシャ⅞"とリテーナリングで固定
する図 15。

5. 上昇ペダルチューブアセンブリの曲げ部分が上向
きになっている状態で、ピボットタブの四角穴を、
ツールバーリンクに取り付けるキャリッジボルト⅜
x 1¼"1本とスペーサ1個、ワッシャ1"1枚、ワッ
シャ13/16"1枚、ロックナット⅜"を使用し、図 16
のように取り付ける。

g004105

図図図 16

1. ピボットタブ 5. ワッシャ1"
2. ツールバーリンク 6. ワッシャ13/16"
3. キャリッジボルト⅜ x 1¼" 7. ロックナット⅜"
4. スペーサ

6. 偏心ボルトを、ピボットタブとピボットブラケットの
下部に通し、ロックナット5/16 インチで図 17の
ように固定する。

g004106

図図図 17

1. 偏心ボルト 3. ピボットブラケット

2. ピボットタブ 4. ロックナット5/16"

9
 



8
ピピピボボボッッットトトスススイイインンングググのののテテテンンンシシショョョンンン
ととと調調調整整整用用用ロロロッッッドドドチチチュュューーーブブブアアアセセセンンン
ブブブリリリををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 昇降ハンドルを一番上の位置に動かす。

2. 図 18に示されているように、トラクションユニットと
フレームとピボットチューブ間の距離を測定する。

g003488

図図図 18
図はマシンの右側を示す

1. この距離を測る。

クリアランスが 0.4-1.1 mm の範囲にない場合に
は、調整用ロッドで以下のように調整する

A. ロッドをピボットチューブに固定しているボル
トとナットを外す図 19。

g003493

図図図 19

1. ボールジョイント 2. 隙間を小さくするには

B. 図 19にあるボールジョイントを回してロッドの
長さを以下のように変更する

• 隙間を大きくするには、ロッドを短くする。

• 隙間を小さくするには、ロッドを長くする。

C. ボルトとロックナットでロッドを取り付け、クリ
アランスをチェックする。

D. 隙間の大きさが適正になるまでこの調整を繰
り返す。

3. スプリングロッドを固定しているロックナットを回
転させて、ロッドのねじ山の長さが 6 mm - 13
mm になってスプリングに張力が掛かるように
調整する図 20。

g346062

図図図 20

1. ねじ山の出ている長さが 6 mm - 13 mmになるように調整

注注注 スプリングロッドの長さの調整により、ツール
バーを引き上げる時に必要な力の大きさが変わり
ますボルトの端部が長いほどツールバーを引き上
げるのが簡単になります。適当な力で引き上げら
れるようにスプリングを調整してください。アシス
トスプリングのテンションが大きいほど、ツール
バーに掛かる地表からの圧力は小さくなります。

4. 右側ホイールシュラウドを取り付ける。

5. 後輪を取り付け、機体後部をジャッキスタンドから
降ろすマシンのオペレーターズマニュアルを参照。

9
移移移動動動走走走行行行時時時のののツツツーーールルルバババーーーののの
高高高さささををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 昇降ハンドルを移動走行位置一番上のノッチに動

かす。
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2. 偏心ボルトを左右どちらかに回して、ツールバー
のタインが昇降アームのノッチに対して平行にな
るようにする図 17 と 図 21。

重重重要要要 偏偏偏心心心ボボボルルルトトトののの回回回転転転範範範囲囲囲ははは 360 度度度未未未満満満ででで
すすす。。。偏偏偏心心心ボボボルルルトトトががが回回回らららなななくくくなななっっったたた場場場合合合ににに無無無理理理ににに
回回回すすすととと破破破損損損しししままますすす。。。反反反対対対方方方向向向ににに回回回しししててて調調調整整整しししててて
くくくだだださささいいい。。。

g003486

図図図 21

1. 望ましい位置昇降アームの
ノッチに平行

2. 昇降アームのノッチ

3. センターピボットのボルトを図 134を 175225 in-lb.
2025 N·m = 2.12.5 kg.mにトルク締めする。

4. 偏心ボルトをのナットを締め付けて固定する締め
付けすぎないように注意すること。

5. アタッチメントの動作を試運転で確認する。

10
ツツツーーールルルバババーーーののの平平平行行行調調調整整整

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 シムP/N 110-7379

1 シムP/N 110-7380

1 シムP/N 110-7381

手手手順順順
ツールバーの取り付けが終了し、ボルト類の締め付け
が終わったら、以下の手順でツールバーが水平であ
ることを確認する。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 全部のタイヤの空気圧が同じに調整されているこ
とを確認する。タイヤ空気圧の点検方法について
は、オペレーターズマニュアルを参照のこと。

3. ツールバーを下降させ、ツールバーの歯がちょ
うど床面に触れるようにする。

4. ツールバーの左右にわたって歯がむらなく床に接
触していればツールバーは水平である。

注注注 水平でない左右どちらかが接触しているのに
他方が接触していない場合には、ツールバー
を調整する。以下の手順を繰り返しながら水平
調整を行う。

5. 浮いている方のツールバーの歯から床面までの
距離を測り、以下の表でどのシムを取り付けるの
が最も適当かを判断する。

シシシムムムパパパッッッククク厚厚厚さささはははイイインンンチチチ表表表示示示 エエエッッッジジジののの外外外側側側にににおおおけけけるるる歯歯歯ののの高高高
さささののの変変変化化化

110-7379 0.0747" ⅛"

110-7381 0.1345" ¼"

110-7379 および 110-7381
0.2094"

9.5 mm

110-7380 0.25" 7/16"

110-7379 および 110-7380
0.3247"

9/16"

6. ピボットチューブブラケットを固定しているボルトを
ゆるめてフレームとピボットチューブブラケットとの
間に隙間を作る図 22。

g004794

図図図 22

1. シム 3. ボルト

2. ピボットチューブブラケット

注注注 シムを取り付けるためにピボットチューブブラ
ケットに手が届かない場合には、上昇ペダルを
外してください。ツールバー上昇ペダルを取付
ける を参照。

7. シムを必要数取り付けて、ゆるめてあったボル
トを締め付ける。

8. ツールバーが水平になったことを確認する。水平
になっていない場合にはもう一度調整する。
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11
書書書類類類ををを読読読みみみ、、、保保保管管管すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 書類を読む。

2. 安全な場所に書類を保管する。

運運運転転転操操操作作作
• ツールバーを下降させるには、昇降ハンドルを左に

動かし、そこから下げて、次に右に戻し、適当な
ディテントにセットします。

• ツールバーを上昇させるには、昇降ハンドルを左に
動かし、そこから上げて、次に右に戻し、適当な
ディテントにセットします。

• ツールバーを上昇させて移動走行位置にロックする
には、昇降ハンドルを一番高い位置にしてツール
バー上昇ペダルを踏み込みます。

• ツールバーを移動走行位置から外すには、昇降ハ
ンドルを下げます。

注注注 スカリファイヤ・ツールバーでは、歯が減ってき
たら上下を入れ替えて反対側の歯を使うことがで
きます。

注注注 希望する状態にセットするには、ツールバーを
まず深めに下げて、その位置から戻すようにする
とうまくいきます。

• 使用中、ツールバーを希望位置にセットしてゆっくり
バックするとツールバーが下がってきてセットされ
ます。セットできたら前進に切り替えて作業に入り
ます。ツールバーの歯が地表面に当たってツール
バーが使用位置にセットされます。

ツツツーーールルルバババーーーののの下下下向向向ききき圧圧圧力力力ををを調調調
整整整すすするるる
ツールバーの下向き圧力地表面を削る力を調整するに
は、調整用ロッドのスプリングのテンションを調整しま
す。¾" のレンチを使って、調整用ロッドのスプリング
スリーブのキャスティング部分を右ねじ方向に締めて
いくと下向き圧力が強くなり、反対方向に回転させる
と、圧力が小さくなります図 23。

注注注 この調整によってピボットスイングのテンションと調
整用ロッドチューブアセンブリを調整する で行った調整
が変わることはありません。
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g003491

図図図 23

1. 調整用ロッドチューブアセ
ンブリ

3. 下向き圧力を小さくする

2. スプリングスリーブのキャ
スティング

以下の表と図を使ってツールバーの下向き圧力を調整
します図 24。

スススプププリリリンンングググののの力力力

長さmm 力kg

76 108

73 152

70 195

67 239

64 283

g003492

図図図 24

1. スプリングスリーブのキャ
スティング

2. スプリング
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 延長スプリングゆるすぎる。 1. スプリングロッドを固定しているナットを
締め付けて延長スプリングにテンショ
ンを掛け、必要に応じてツールバーの
水平調整を行う。

2. ベルクランクまたはハンドルチューブア
センブリが固すぎる。

2. ベルクランクとハンドル・アセンブリをス
カリファイヤ取り付けアセンブリに固定し
ているナット2個をゆるめるパーツにつ
いては パーツカタログ を参照。軽く締
め付け、そこからわずかに戻して自由
に回るようにする。

アタッチメントを引き上げるのに非常に力
が要る.

3. 調整用ロッドが昇降アームの外側右
側のエッジに取り付けてある。

3. 調整用ロッドは昇降アームの内側左
側のエッジに取り付けなければいけな
い調整用ロッドアセンブリを取り付ける
の項を参照。

ハンドルがディテントにロックされない。 1. ハンドルをスカリファイヤ取り付けアセン
ブリに固定しているナットがきつすぎる。

1. ハンドル・アセンブリをスカリファイヤ取
り付けアセンブリに固定しているナットを
ゆるめるパーツについてはパーツカタロ
グを参照。軽く締め付け、そこからわ
ずかに戻して自由に回るようにする。

1. 偏心ボルトの調整が必要。 1. 移動走行時については移動走行時の
ツールバーの高さを調整するを参照。

ツールバーが十分に高い位置まで上がら
ない。

2. 調整用ロッドが長すぎる。 2. 調整用ロッドを短く調整するピボットスイ
ングのテンションと調整用ロッドチューブ
アセンブリを調整するを参照。

アタッチメントの下向き圧力が小さすぎる。. 1. 調整用ロッドのスプリングテンションが
不十分。

1. 下向き圧力を調整するを参照。

旋回するときに地表面との接触が不均一
になる.

1. 旋回時にトラクションユニットが傾いてい
るのが原因。

1. サイドが硬いタイヤオプション代理店に
て入手可能を取り付ける。

異物に当たるとマシンが停止する。 1. 調整用ロッドの取り付け方が間違って
いる

1. 調整用ロッドチューブアセンブリを取り
付けるを参照。

ツールバーの歯が水平でない. 1. 不適切なシムパックを取り付けている。 1. シムパックを取り付けるを参照。

14
 



メメメモモモ

 



Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社は、Toro 社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上
の欠陥に対して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した
時点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に伴う
「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓
などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev I

 




